
i ,広 報 へ き

お
知
ら
せ

ひ
ろ
ば

「
目
で
見
る
県
政
教
室
」

参

加

者

募

集

＝
6
月
2
6
日
＝
◎

実
施
日
六
月
二
十
六
日
（
金
）

◎
施
設
山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館

大
内
清
掃
工
場

五
十
鈴
川
砂
防
ダ
ム

(
以
上
山
口
市
)

◎
参
加
募
集
人
員
五
〇
人

◎
案
内
方
法
県
が
準
備
し
た
貸
切
バ

ス
で
案
内
し
ま
す
。

◎
参
加
費
昼
食
代
と
し
て
一
人
五
○

○
円
を
当
日
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の

他
の
経
費
は
い
り
ま
せ
ん
。

◎
参
加
資
格
長
門
市
、
三
隅
町
、
日

置
町
、
油
谷
町
、
豊
北
町
に
居
住
す

る
二
〇
歳
以
上
の
者
。
な
お
、
参
加

募
集
人
員
を
超
過
し
た
と
き
は
抽
選

に
よ
り
選
定
。

◎
集
合
場
所
日
置
町
の
方
、
日
置
町

役
場
八
時
三
十
分

◎
申
し
込
み
方
法
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
。
年
齢
、
職
業
を
お
書
き
の
う

え
〒
七
五
三
山
口
市
滝
町
一
ー
一
、

山
口
県
庁
広
報
課
(
T
E
L

山
口
二

ニ
ー
三
一
一
一
)
「
目
で
見
る
県
政

教
室
」
係
あ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
締
め
切
り
六
月
十
六
日
（
火
）
(
当
日

必
着
の
こ
と
)

◎
参
加
者
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
県
か

ら
本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人

事

異

動

永
い
間
、
町
社
会
体
育
の
発
展
の
た

め
に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
改
善
セ

ン
タ
ー
の
中
村
作
次
先
生
(
油
谷
町
伊

上
浦
)
が
四
月
一
日
付
を
も
ち
ま
し
て

大
津
教
育
が
務
所
へ
変
わ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
後
任
と
し
て
、
内
田
彰

先
生
(
油
谷
町
新
別
名
)
が
新
し
く
派

遣
社
教
主
事
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

お
ふ
た
方
の
新
天
地
で
の
こ
れ
か
ら

の
御
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

“
若
さ
で
ア
タ
ッ
ク
”

日

置

町
青

年

団

日
置
町
青
年
団
で
は
、
本
年
度
の
新

役
員
も
き
ま
り
、
あ
ら
た
な
る
ス
タ
ー

ト
を
き
り
ま
し
た
。

団

長

川

野

美
智
明

副
団
長

宮

崎

武

行

″

深

崎

智

子

事
務
局
長

中

村

英

昭

会

計

西

村

早

苗

文
研
部
長

岡

村

智

紀

″
副
部
長
阿
波
み
ゆ
き

体
育
部
長

藤

井

栄

作

″
副
部
長
篠
崎
葉
子

広
報
部
長

増

野

千
代
美

私
達
青
年
団
で
は
、
豊
か
な
人
間
性

を
つ
く
る
場
と
し
て
、
青
少
年
キ
ャ
ン

プ
大
会
・
盆
踊
り
大
会
を
柱
に
“
若
さ

と
団
結
力
”
を
も
っ
て
、
よ
り
中
身
の

濃
い
青
年
団
活
動
に
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

＝
新
刊
ご
案
内
＝
改
善
セ
ン
タ
ー

(貸
出
し
は
六
月
十
日
よ
り
)

書名 著 者 名

ザ・草野球
ネ バ ー ギ ブ ア ッ プ
日本のミュージアム

( 内口本編)
鞄の 中 か ら 出て きた 話
積 極 力 が つ く 本
仏 教 名 言108 の 知 恵
親 子 関 係 学
話 し 方 教 室
30代に男がしておかなけれ

ばならないこと。

クールなクールな家 族論
四 七都道府県の明治 維新
王国への道
太 閣 記 の 女 た ち
茜いろの坂( 上・下)
わたしの出逢った子どもたち
幕 臣 列 伝
風の武士( 上・下)
か え ら ざ る 故 郷( 上)
あ く び 指 南 占
日 本 の 島 々・ 片 と 今
柳 生 三 天 狗

有 本 義 明
長 鵬 茂 雄

波多野公 介

なだい なだ
多 湖 輝
松 涛 弘 道
稲 村 博
江 木 武 彦

鈴 木 健 二

三 浦 朱 門

栗 原 隆 一
遠 藤 周 作
佐 竹 申 伍
船 山 馨
灰 谷健次郎
綢 淵 謙 錠
司馬遼太郎
丹 羽 文 雄
阿 川 弘 之
有占佐和f
山 岡 荘 八

※ 県 立山口図 書館よ り、 貸出 文庫( 日置地
区500冊黄波戸地区400冊) が入って
い ます。気 軽に 御利 用下さい 。

ありがとう

ございます

社会福祉協議会

五
十
六
年
四
月
十
六
日
よ
り
五
十
六

年
五
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
次
の
方
々

よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社

会
福
祉
事
業
の
資
金
と
し
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
ご
寄
付
の
趣
意
に
十
分

そ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
芳
志
に
対

し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(敬
称
略
)

◆
香
典
返
し

林

千
恵
子
(
上
城
)
長
男

中
川
和
子
(

狩
宿
)
母

岡
嶋
隆
利
(

亀
山
)
母

三
輪
浮
美
子
(
黄
波
戸
)
夫

村
田

徨
(

野
田
)
母

柳
井

保
(

畑
下
)
長
男

内
山
忠
男
(

長
行
)
父

福
田
馨
二
(

古
市
)
母

大
田

清
(

古
市
)
父

榎
木

尚
(

向
田
)
母

金
崎
フ
ジ
(

黄
波
戸
)
夫

◆
見
舞
返
し

石
本
勝
義
(

黄
波
戸
)

大
西
京
子
(

東
坂
本
)

今
井

清
(

上
城
)

松
尾
竹
一
(

大
内
山
上
)

折
井
ハ
ル
コ
(
黄
波
戸
)

◆
篤
志
寄
付

石
田
哲
也
(

畑
下
)

一
老
人

一
件

匿

名

一
件

「
春
潮
の
青
海
島
」

日
置
中
教
諭

田
畑
治
典

表
情
の
か
た
い
奴
・
冷
い
奴
・
が
ん

こ
な
奴
・
い
っ
た
い
ど
ん
な
奴
か
な
?

実
は
青
海
島
の
岩
礁
た
ち
だ
。
こ
の
人

づ
き
あ
い
の
悪
い
岩
、
そ
れ
が
自
由
と

変
貌
の
空
と
海
の
中
に
あ
る
。
い
や
な

奴
だ
と
思
い
な
が
ら
三
年
、
今
は
何
と

な
く
憎
め
な
く
な
っ
た
。
憎
み
な
が
ら

描
か
な
い
と
青
海
島
は
覇
気
も
、
優
美

さ
も
見
せ
て
く
れ
な
い
の
だ
が
。

こ
れ
は
。
東
京
都
美
術
館
で
の
光
陽

会
展
の
今
年
の
入
選
作
で
あ
る
。
明
る

い
躍
動
の
山
陰
が
あ
り
。
そ
こ
に
そ
ん

な
人
達
が
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
い
。

折
し
も
、
浅
草
の
三
社
祭
だ
っ
た
。

み
こ
し
が
ダ
イ
ヤ
ニ
つ
つ
き
で
、
二
億

二
千
万
円
だ
と
い
う
。
祭
に
酔
う
江
戸

っ
子
た
ち
の
中
で
、
雷
お
こ
し
を
買
っ

て
や
っ
と
人
波
か
ら
逃
れ
た
。
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